






























援システム構築のための International Encounter Group の可能性” (代表 :




の前身でもある。ここでは支援策の一つとして心理学者 C. R. Rogers の




















〈研究期間〉 2004年 4月–2006年 3月
〈研究概要〉
2006年 4月から本大学旧カリキュラムの ‘コース制’ に代わって ‘研究
プログラム制’ が新 1年生から適用されるようになった。この新カリキュ














































































ぐって” (仮称)の編集会議を進めつつ、外部から講師 3 名をお招きして
ジェンダー概念の射程を広げるべく意見交換をした。
2004年 9月 10日–12日は ‘ジェンダーについての問題意識の所在を探
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いる。2004年 3月にはインドネシア・ジャカルタにおけるワークショップ













●異文研共同研究プロジェクト ‘日本のインドネシア人社会’ 第 1回公開
ワークショップ
‘定住化へむかうインドネシア人移民—大洗の事例から’




報告 2 ‘Japanese and Indonesian policies towards illegal migrants’
トリ・ヌケ・プジアストゥティ(インドネシア科学院・政治学)
報告 3 ‘The roles of churches and kerukunan (village organization) for

























































日本における多文化主義の実現にむけて Part 3” (Monograph No. 7–1) フジタ
未来経営研究所
——2004b “多文化化する日本を考える—国境を越えた人の移動が進展するな
かで” (FIF Special Report No. 8) フジタ未来経営研究所
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神田外語大学異文化コミュニケーション研究所 2004–2005年度活動報告















































池上重弘(編著) 2001 “ブラジル人と国際化する地域社会—居住・教育・医療” 明
石書店
前川啓治 2004 “グローカリゼーションの人類学—国際文化・開発・移民” 新曜社



































‘21世紀日本の構想’ 懇談会(編)・河合隼雄(監修) 2000 “日本のフロンティアは日
本の中にある—自立と協治で築く新世紀” 講談社
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Associates (就職・キャリアを考える NPO) の戦略アドバイザーも務め、





際復興開発銀行 (IBRD)、国際金融公社 (IFC)、国際開発協会 (IDA)、





























●第 37回 (11月 16日)《多文化共生の未来とジレンマ・4》‘在日ビルマ人
社会はいま’





















の動向を紹介する週刊誌 “Voice of Burma (誌名のみ英語)” (1995年創
刊、平均部数 700部)や、在日ビルマ人のための図書館活動から生まれた月
刊同人誌 “アハーラ” (パーリ語源のビルマ語で ‘栄養’ の意。2001年創
刊)などがある。さらに、在日カチン族(ビルマの少数民族)キリスト教徒の





















2003年 5月には、アウンサンスーチーや国民民主連盟 (NLD) 党員を政
府系団体が計画的に襲撃し(ディベーイン事件)、多くの死傷者を出した上、











田辺寿夫 2000 “ビルマ—‘発展’ のなかの人々” 岩波新書















トする米国法人コンサルティング会社 DELIGHT NEW YORK CON-
SULTING, Inc. を開設した。当地では ‘すべての人は何かを売ることに














であるという。現在 4社の代表と 4社(米国 2社)の取締役に就任している
講師の率直でパワフルな体験談は聞く者たちを大いに鼓舞するものであっ
た。
【参考】
ドリームゲート起業家 100人の挑戦日記 :
http://dblog.dreamgate.gr.jp/user/e026/e026/
ロック流経営塾 : http://akira-project.ameblo.jp
デライトニューヨークコンサルティング : http://www.delight-ny.com
